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新年のご挨拶

想
い
を
つ
な
ぐ 

持
続
可
能
な
未
来
へ

新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す

　

新
し
い
年
を
迎
え
、議
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、

有
田
市
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。（
虚
礼
廃
止
に
つ
き
、
皆
様
方
へ
の

年
賀
状
は
勝
手
な
が
ら
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）
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を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
に
は
能

登
半
島
で
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
支

援
の
数
々
と
、
地
域
の
絆
の
強
さ
に
は
深
い

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
有
田
市
と
し
て
も
防

災
・
減
災
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
、

地
域
全
体
の
安
全
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
地
域
の
未
来
を
切
り
開
く

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
有

和
中
学
校
の
開
校
や
健
康
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

オ
ー
プ
ン
、
産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院
は
、

こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
市
民
の
皆

様
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
エ
ン
ジ
ン
01 

in
和
歌
山
有
田
」

の
開
催
に
よ
り
、
知
と
文
化
の
交
流
が
生
ま

耳
を
傾
け
、
共
に
未
来
を
創
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
る
大
阪
・

関
西
万
博
で
は
、
有
田
市
の
魅
力
を
国
内
外

に
広
く
発
信
し
、
多
く
の
交
流
機
会
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
絶

好
の
機
会
を
活
か
し
、
有
田
市
の
持
つ
地
域

資
源
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
発
展
の
扉
を
開
い
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
結
び

に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
が
健
康

に
恵
ま
れ
、
実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
田
市
長
　
玉
木
　
久
登

し
い
課
題
に
向
き
合
い
続
け
る
年
で
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

オ
ー
プ
ン
や
有
和
中
学
校
の
開
校
、
エ
ン
ジ

ン
01
の
開
催
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活

用
し
た
各
種
事
業
が
進
展
し
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
未
来
へ
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
出
来

事
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
に
加

え
、
宮
原
小
学
校
跡
地
の
活
用
事
業
や
新
市

立
病
院
の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
ら

に
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

が
、「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
色
づ
く
魅
力
都
市 

あ
り
だ
」
に
向
け
た
重
要
な
一
歩
と
な
る
よ

う
、
市
議
会
と
し
て
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
市
議
会
議
員
の
補

欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
２
名
の
新
人
議
員
が
加
わ

り
、
新
た
な
体
制
で
市
議
会
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
市
議
会
で
は
市
民
と
の
対
話
を

重
視
し
、
議
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

れ
、
多
く
の
方
々
が
新
し
い
視
点
や
刺
激
を

得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
地
域
の
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
今
後
の
発

展
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ド
バ
イ
と
の
中
学
生
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
着
実
に
進
展
し
、
若
い
世
代

の
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
重
要
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
巳
年
で
あ
り
、
成
長
と
変
化
を
象

徴
す
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
病
院
の
設
立
準

備
が
本
格
化
し
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
環
境
の
基
盤
を
築

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
宮
原
小
学
校
跡
地
を

活
用
し
た
複
合
公
共
施
設
整
備
事
業
を
通
じ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
活
性
化

を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
丁
寧
に

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
際
し

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
市
長
に
就
任
し
た
私
に
と
っ

て
、
こ
の
新
年
は
特
別
な
思
い
と
決
意
を
新

た
に
す
る
節
目
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
信
頼
と
期
待
を
胸
に
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
一
つ
ひ
と
つ
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
有
田

市
の
持
つ
魅
力
と
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
し
な
が
ら
、
未
来
へ
向
け
た
確
か
な
歩
み

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
市
議

会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
議
会
活
動
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
能
登
半
島
地

震
や
豪
雨
災
害
の
発
生
、
米
不
足
や
記
録
的

な
物
価
上
昇
等
に
よ
り
、
皆
様
の
日
々
の
暮

ら
し
は
多
く
の
変
化
と
影
響
を
受
け
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
少
子

高
齢
化
等
に
よ
る
急
速
な
人
口
減
少
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
和
歌
山
製
油
所
の
操
業
停
止
等
、
厳

だ
く
た
め
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
改
良
や
本
会

議
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
に
も
力
を
注
い
で

お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会

を
め
ざ
し
て
、
有
田
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
す
る
機
会

を
積
極
的
に
設
け
て
い
く
方
針
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

な
が
ら
、
市
民
目
線
で
の
政
策
立
案
や
提
言
を

進
め
、
地
域
が
さ
ら
に
活
力
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し

て
本
年
が
明
る
く
実
り
あ
る
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
市
議
会
へ
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
有
田
市
議
会
議
長
　

　
　
　
　
　  

　
児
嶋
　
清
秋

市
民
と
共
に
歩
む
議
会
を
め
ざ
し
て
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令
和
９
年
３
月
開
院
に
向
け
て

　

液
状
化
対
策
工
事
を
昨
年
12
月
に
完
了

し
、
１
月
か
ら
は
病
院
本
体
工
事
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
皆
様
に
は
工
事
車
両
の
出

入
り
や
騒
音
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
病
院
の
詳
細
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら
→

問　

病
院
企
画
室　

℡
83-

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
９
６
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ー　

新
有
田
市
立
病
院　

建
設
中　

ー
年 R6

～12月
R7

1月～ R7 年度 R8 年度

液状化対策工事

建設工事
（本体工事）

国道 42 号
取付道路工事

開　

院

（
１
）
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
を
実
現

●
災
害
に
強
い

・
シ
ン
プ
ル
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
物
形
状

と
免
震
構
造
に
よ
り
、
大
地
震
発
生
時
で

も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
人
命
の
安
全

と
早
期
の
診
療
開
始
を
実
現
し
ま
す
。

・
診
療
機
能
や
設
備
機
能
は
浸
水
に
配
慮
し
、

２
階
以
上
に
計
画
。
記
録
的
な
降
雨
な
ど

に
よ
る
浸
水
に
備
え
ま
す
。

●
新
興
感
染
症
に
強
い

・
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、

感
染
症
病
床
４
床
を
維
持
し
、
新
興
感
染

症
等
の
ま
ん
延
時
に
お
い
て
は
１
病
棟
を

専
用
病
棟
（
病
床
）
に
転
換
し
、
入
院
患

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
設
備
や
構
造
等
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
敷
地
特
性
を
活
か
し
た
配
置
設
計

・
国
道
か
ら
直
接
主
玄
関
・
外
来
フ
ロ
ア
に

ア
ク
セ
ス
で
き
、
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

●
明
快
で
使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
動
線

・
来
院
者
動
線
と
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ー
ビ
ス
動

線
を
明
確
に
分
離
し
ま
す
。

（
３
）
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
シ
ン
プ
ル

●
明
快
で
効
率
的
な
ワ
ン
フ
ロ
ア
外
来

●
患
者
様
、
ス
タ
ッ
フ
の
動
線
を
短
縮
し
た

病
棟
計
画

（
４
）
環
境
配
慮
型
エ
コ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

●
外
壁
の
高
断
熱
化
に
よ
り
、
空
調
負
荷
を

抑
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
削
減

設
計
コ
ン
セ
プ
ト

未
来
に
つ
な
ぐ「
医
療
の
安
心
」

新病院概要

　

有
田
保
健
医
療
圏
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
や
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
が
顕
著
と
な
っ
て
く
る
中
で
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
新
た
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
40
床
を
含
む
、
病

床
数
１
２
４
床
の
新
有
田
市
立
病
院
を
建
設
中
で
す
。

　

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
防
災
ヘ
リ
の
離
発
着
が
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
と
し
て
新
興
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る
構
造
を
備
え
、
ま
た
国
道
42
号
線
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
敷
地
の
液
状
化
対
策
工
事
も
終
了
し
、
令
和

８
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
本
体
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

『病院建物概要』
建築面積：  3,016.35㎡
延床面積：11,391.95㎡
規模：地上 4 階＋塔屋２階建て
構造：鉄筋コンクリート造（免震構造）

『その他』
ロータリー
延床面積：1,604.28㎡
規模：地上 2 階建て、鉄筋コンクリート造（耐震構造）
立体駐車場
延床面積：2,029.72㎡
規模：地上 2 階建て、鉄骨造（耐震構造）
駐車場台数：224 台予定（内 患者用 166 台）

国道42号国道42号

市道市道

有田川有田川
病児病後児保育病児病後児保育訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所

中間免震層中間免震層

外来外来
採血
点滴
採血
点滴 検査検査 内視鏡内視鏡 健診健診 救急救急 放射線放射線

回復期リハビリテーション病棟回復期リハビリテーション病棟 リハビリテーションリハビリテーション 地域包括ケア病棟地域包括ケア病棟

手術手術急性期病棟急性期病棟

ヘリポートヘリポート ホールホール
救急EV救急EV

搬送EV搬送EV

一般EV一般EV

ホールホール

立体駐車場立体駐車場

ロータリーロータリー

ピロティピロティ

▽1階▽1階

▽2階▽2階

▽3階▽3階

▽4階▽4階

▽屋上▽屋上

▽ヘリポート▽ヘリポート

断面構成図

新有田市立病院　断面図

総合受付（２階） 外来診療室（２階） リハビリテーション室（3 階）

※写真はイメージです

11 月の工事現場（保田中学校跡地）の様子

新病院完成予想図
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ヴィダ・リブレアリダ

　一般会計の決算額は、歳入が 228 億 5,926 万 7 千円に対し、歳出は 222 億 2 万円です。この結果、6 億 5,924
万 7 千円の黒字となり、繰越事業に伴い翌年度へ繰り越すべき財源 7,661 万 8 千円を差し引いた実質収支は 5
億 8,262 万 9 千円の黒字となりました。
　歳入面では、繰入金が増加した一方で、市税や寄付金が減少したことや、有和中学校や新都市公園整備事業な
どの普通建設事業に伴う国庫支出金や市債が減少したことにより、歳入全体では前年度と比較して 35 億 1,807
万 3 千円（13.3％）減少しました。
　歳出面では、物価高騰支援臨時給付金などにより扶助費が増加した一方、有和中学校や新都市公園整備事業の
終了に伴い普通建設事業費が大きく減少し、歳出全体では前年度と比較して 34 億 6,080 万 5 千円（13.5％）減
少しました。
　健全化判断比率は、実質公債費比率が 7.9％ですが、早期健全化基準の 25.0％を下回っており、将来負担比率は、
令和５年度も発生していません。
　また、公営企業の資金不足比率については、病院事業会計で 11.5％の資金不足が生じています。

注）赤字や資金不足がない場合「―」と表示。

　　（　）内は令和４年度数値との増減。

※早期健全化基準や経営健全化基準を超えると、健全化計画

　の策定が義務づけられ、財政再生基準を超えると、財政再

　生団体として国の関与を受けて財政の再建に取り組むこと

　になります。

令和５年度決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　経営企画課　℡ 22-3736

令和５年度各会計の決算 　 
( 単位：万円 )

会計区分 歳　入 歳　出 差　引

一　　般　　会　　計 2,285,927 2,220,002 65,925

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 391,441 382,889 8,552

初 島 財 産 区 504 374 130

漁業集落排水事業 6,632 6,007 625

介 護 保 険 360,092 344,870 15,222

後 期 高 齢 者 医 療 88,182 86,921 1,261

合　　　計 846,851 821,061 25,790

企
業
会
計

上水道事業
収益的 52,461 45,707 6,754

資本的 12,954 33,721 △ 20,767

病 院 事 業
収益的 53,576 59,573 △ 5,997

資本的 31,638 30,121 1,517

健全化判断比率等の公表
 ( 単位：％ )

区　　　分

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

（一般会計の
赤字割合）

( すべての会計
を合算した
赤字割合 )

( 一般会計に
おける借金の
実質負担割合 )

( 一般会計において
将来負担すべき
借金等の割合 )

健全化判断比率 － － 7.9（＋ 0.7） －

＊早期健全化基準 13.87 18.87 25.0 350.0 

＊財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

【公営企業】

区　　　分 漁業集落
排水事業 上水道事業 病院事業

資金不足比率 － － 11.5（△ 0.8）

＊経営健全化基準 20.0 20.0 20.0 

決算額を家計に置き換えると ･･･
　　（市民１人あたりの決算額） 25,577 人（R6.3 月末現在）　

歳　　入 家計では 令和５年度
1 人あたり（円）

自主
財源 

市税、分担金及び負担
金、 使 用 料、 手 数 料、
寄 付 金、 諸 収 入

給料・ボーナス等 326,708 

財 産 収 入 財産売却や賃貸収入 488 

繰 越 金 前 年 か ら の 繰 越 14,330 

繰 入 金 貯 金 の 取 り 崩 し 173,652 

依存
財源 

地 方 交 付 税、 国・
県 支 出 金、 地 方 譲
与 税、 各 種 交 付 金 

親 か ら の 援 助 等 324,171 

市 　 債 借 　 金 54,165 

歳 入 の 合 計 収 入 の 合 計 
（ 前 年 度 ）

893,514 
（1,011,859）

 歳　　出 家計では 令和５年度
1 人あたり（円）

義務的
経費

人 件 費 食 費 等 110,580 

扶 助 費 医療費・教育費等 103,419 

公 債 費 借 金 の 返 済 40,381 

物 件 費 光熱水費や電話代、
衣料・日用品代等 106,176 

維 持 補 修 費 自 宅 の 補 修 費 等 4,020 

補 助 費 等 自 治 会 ほ か
各 種 会 費 等 163,003 

投 資 的 経 費 自 宅 の 増 改 築 費 、
家 具 購 入 費 等 174,575 

繰 出 金 子どもへの仕送り等 57,100 

積 立 金 貯 金 103,821 

投 資 及 び 出 資 、 貸 付 金 株 式 投 資 や 事 業
への出資・貸付等 4,664 

歳 出 の 合 計 支 出 の 合 計 
（ 前 年 度 ）

867,739 
（984,364）

借金と貯金 令和５年度決算額 令和５年度
１人あたり

市 債（ 借 金 ） 残 高
（ 前 年 度 ）

１３８．７億円
（１３４．６億円）

５４．２万円
（５１．７万円）

財 政 調 整 基 金（ 貯 金 ） 残 高
（ 前 年 度 ）

２１．５億円
（２６．０億円）

８．４万円
（１０．０万円）

ささいなことがきっかけで誰にでも起こり得る「ひきこもり」。過去にひきこもりを経験し、その経験を活か
して同じ境遇の仲間をサポートする「メンタルサポーター」をご存じですか？

メンタルサポーターとして活躍されている方と専門相談・居場所利用者の方にお話を伺いました。

医師になろうと大学へ入学しましたが、学校へ
行けなくなり、その時に宮西先生に出会ったこと
で心理学部へ行き直し、休みながらもなんとか卒
業することができました。

極度の人見知りで緊張しやすい性格の私が「ヴィ
ダ・リブレ」で安心して人とのつながりをもつこ
とができました。

メンタルサポーターとして活動してからは、自
分も笑顔で利用者と関わるように心がけていて、
少しでも和んでくれたら嬉しいです。

しんどい思いをされている方に、家以外の安全
基地、居場所やコミュニティーがあると知っても
らい、希望を持ってほしいです！

中学はほぼ学校に行けず、高校は楽しく過ごせました
が進路に迷い、卒業後は予備校へ通いました。先生の勧
めで県外の大学へ進学しましたが、色々なことが重なっ
て学校へ行けなくなり、外出することも難しくなりまし
た。

母から話を聞き、宮西先生が訪問に来てくれて、気軽
な会話（専門相談）から少しずつコミュニケーションが
とれるようになり、居場所へ通い始めました。「しゃべっ
てもしゃべらなくてもいい」、「顔見知りが増え安心でき
る」そんな場所が『ヴィダ・リブレ』です。

昼夜逆転する日もありますが、最近は数時間のバイト
に行き始め、外出する機会も少し増えてきました。

【利用者：20 代男性】　

メンタルサポーター
　( 心理学学士 )

　西
にし

川
かわ

　雅
まさ

章
あき

さん

【精神科医による専門相談】
不登校や様々な理由で「ひきこもり状態」にある本人・

家族のために、抱え込まず相談してみませんか？
　場　所　保健センター
　相談日　毎月　第 3 金曜日
　　　　　奇数月　第 4 火曜日（中高年対象）
　時　間　13 時 15 分～ 17 時　（要予約）
　相談員　ヴィダ・リブレ代表　宮

み や

西
に し

照
て る

夫
お

（精神科医）
　相談料　無料

【居場所支援】
さまざまな活動や体験を通じ、同じ経験を持つ仲間

と交流できます。精神科医、心理学学士、ひきこもり
経験がある支援員による相談や居場所支援から徐々に
動き出すきっかけづくりをしています。
　場　所　文化福祉センター 3 階
　開設日　毎週火・金曜日　13 時～ 17 時
　利用料　無料
　申・問　保健センター　℡ 82-3223
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お
知
ら
せ

Arida Information

人口・世帯数
【令和 6 年 12 月１日現在】

人口　25,274人（前月比-19人）
男　12,048 人　女　13,226 人
世帯数　11,654 戸

～有田市からのおしらせ～

　

令
和
６
年
度

　
　

市
県
民
税
（
第
４
期
）

　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

　
　

介
護
保
険
料
（
第
７
期
）

納
期
限
は
１
月
31
日
（
金
）
で
す
。

　

紀
州
っ
子
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

①
保
育
料
・
給
食
費
助
成

第
２
子
以
降
の
保
育
料
・
給
食
費
を
助
成

し
ま
す
。

　
（
第
２
子
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
あ
り
）

対
象
施
設　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
認

可
外
保
育
施
設
等

※
助
成
内
容
や
申
請
方
法
は
施
設
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。

②
育
成
支
援
助
成

小
学
生
以
下
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
対
象
事
業
を
利
用

し
た
場
合
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31

日
利
用
分
が
対
象

※
小
学
校
入
学
前
の
児
童
に
係
る
費
用
の
み

が
助
成
対
象

※
１
世
帯
あ
た
り
年
間
１
５
，
０
０
０
円
が

上
限

※
飲
食
費
、
保
険
料
は
対
象
外

対
象
事
業　

子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
一
時

預
か
り
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業

申
請
方
法　

左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
担
当

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
領
収
書
、
②
申
請
者
（
保
護
者
）
の
口

座
情
報
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

申
込
み　

３
月
28
日
（
金
）
ま
で

問　

こ
ど
も
課　

℡
22-

３
５
２
４

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・

　
　
　
　
　
　
　
更
新
の
た
め
の
休
日
開
庁

対
象　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ

れ
る
方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら

せ
が
届
い
て
い
る
方

日
時　

１
月
26
日
（
日
）
８
時
30
分
～
正
午

持
ち
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

①
交
付
通
知
書
②
通
知
カ
ー
ド
③
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
④
本
人
確
認
書
類

　
（
②
③
は
お
持
ち
の
方
の
み
）

※
15
歳
未
満
の
方
の
受
取
時
は
、
本
人
と
法

定
代
理
人
の
来
庁
及
び
本
人
確
認
書
類
の

持
参
が
必
要
で
す
。

電
子
証
明
書
の
更
新

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
③
本
人
確
認
書
類

　
（
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
）

※
住
所
の
変
更
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
６
１

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

■
２
月
中
旬
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

被
保
険
者
の
方
が
医
療
を
受
け
た
状
況
を

確
認
で
き
る
よ
う
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関

等
を
一
覧
に
し
た
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
年
２
回
発
送
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
７
年
２
月
か
ら
年
１
回
発
送

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で

　

発
送
時
期	

掲
載
す
る
診
療
月

　

①
５
月
下
旬	

前
年
10
月
～
12
月

　

②
１
月
下
旬	

前
年
１
月
～
９
月

令
和
７
年
２
月
発
送
分
か
ら

　
　

２
月
中
旬	

前
年
１
月
～
12
月

■
健
康
診
査
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

健
康
診
査
は
、
令
和
７
年
２
月
末
日
ま
で

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
の

方
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

〇
健
康
診
査

対
象　

75
歳
以
上
の
被
保
険
者
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方

検
査
項
目　

問
診
、計
測
、診
察
、血
液
検
査
、

尿
検
査

〇
歯
科
健
康
診
査

対
象　

３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
の
方

と
90
歳
以
上
の
被
保
険
者

※
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診
票
等
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機

能
検
査

※
受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
２
８-

６
６
８
８

　

国
民
年
金

■
「
源
泉
徴
収
票
」
が
届
き
ま
す

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑
所
得
と

し
て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１
年

間
の
年
金
総
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉
徴

収
票
」
が
１
月
下
旬
頃
に
届
き
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
時
な
ど
は
再
交
付
で
き
ま
す
。

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

■
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　

前
納
の
口
座
振
替
が
お
ト
ク
！

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
納
付
書
で
前
納

す
る
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

申
込
み　

金
融
機
関
ま
た
は
保
険
年
金
課
へ

預
金
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印
・
年
金
手

帳
か
納
付
書
を
持
参
の
上
、
２
月
末
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

　

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

１
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名　

中な
か
む
ら村　

好よ
し
の
ぶ伸　

氏
（
糸
我
町
中
番
）

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
５
８　

　

第
２
回
男
女
共
同
参
画
講
演
会

日
時　

３
月
16
日
（
日
）　

13
時
30
分
～

場
所　

市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル　

内
容　

木き

山や
ま　

裕ゆ
う
さ
く策　

氏　

　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
題　
「
ガ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

　

～
自
分
に
向
き
合
っ
て
見
つ
け
た
夢
～
」

要
入
場
整
理
券
【
入
場
無
料
】　

配
布
場
所　

市
民
会
館
、
市
民
課
人
権
啓
発
係

（
お
一
人
様
２
枚
以
内
）

整
理
券
配
布
日　

２
月
１
日
（
土
）
～

★
一
時
保
育
（
無
料
）
あ
り　

　

対
象　

１
歳
～
小
学
２
年
生
（
先
着
６
名
）

申
込
期
限　

３
月
７
日
（
金
）

問
　
市
民
課　

℡
22-

３
５
５
８

　
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
こ
ど
も
の
た
め
に

　
　
　
　
～
地
域
で
支
え
る
「
家
庭
養
育
」
～　

様
々
な
事
情
で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
家
庭
を

必
要
と
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、「
お

か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」
を
言
え
る
場
所

に
な
り
ま
せ
ん
か
？
養
育
里
親
・
養
子
縁
組

里
親
・
週
末
里
親
等
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家

庭
に
迎
え
て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て

い
ま
す
。

■
里
親
相
談
会

場
所　

市
役
所
２
階　

会
議
室

日
時　

１
月
30
日
（
木
）
11
時
～
14
時

■
パ
ネ
ル
展
示

場
所　

市
役
所
２
階　

玄
関
前
ロ
ビ
ー

日
時　

１
月
22
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

問　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」　

　
　
　
　
　

℡
０
７
３
６-

67-

７
５
８
４

　
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス　
実
施

　

２
月
１
日
現
在
で
、
一
定
規
模
以
上
の
農

林
業
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
１
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
対
象
世
帯

を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
等
を
行
い
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問　

経
営
企
画
課　

℡
22-

３
７
３
１

　
物
品
・
役
務
一
般
（
指
名
）
競
争
入
札

　
　
　
　
参
加
者
及
び
物
品
納
入
業
者
登
録

　

現
在
の
「
物
品
・
役
務
一
般
（
指
名
）
競

争
入
札
参
加
者
」
及
び
「
物
品
納
入
業
者
」

の
登
録
は
３
月
31
日
で
期
限
が
満
了
と
な
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
有
田
市
と
取
引
を
希

望
さ
れ
る
業
者
は
、
新
た
に
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

１
月
14
日（
火
）～
２
月
28
日（
金
）

※
期
間
の
後
半
は
か
な
り
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

登
録
有
効
期
間

　

３
年
間
（
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
）

申
請
書　

総
務
課
で
配
布
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
受
付
開
始
前
に
は
申
請
書
類
の
事
前
確
認

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課　

℡
22-

３
７
５
０

　
国
道
42
号
有
田
海
南
道
路
の
都
市
計
画

　
　
　
　
変
更
に
か
か
る
案
の
縦
覧
を
実
施

　

有
田
都
市
計
画
「
都
市
計
画
道
路
国
道
42
号

有
田
海
南
道
路
」
の
変
更
（
県
決
定
）
を
行
う

た
め
、
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
、
所
定
の
様

式
で
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

〇
和
歌
山
県　

県
土
整
備
部　

都
市
住
宅
局

　

都
市
政
策
課
（
県
庁
南
別
館
10
階
）

　

９
時
～
17
時
45
分

〇
有
田
市　

経
済
建
設
部　

都
市
整
備
課

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
期
間　

１
月
29
日（
水
）～
２
月
12
日（
水
）

※
土
日
祝
を
除
く

意
見
書
提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

問　

和
歌
山
県　

都
市
政
策
課

　
　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
１-

３
２
３
１

　
　

有
田
市　

都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
22-

３
６
０
９

　

空
き
家
の
相
談
し
ま
せ
ん
か
？

　

空
き
家
に
関
す
る
法
律
・
不
動
産
・
建
築

の
専
門
家
相
談
が
す
べ
て
無
料
で
す

日
時　

１
月
24
日
（
金
）
13
時
30
分
～
16
時

場
所　

市
消
防
本
部　

５
階
会
議
室

参
加
費　

無
料
（
要
予
約
）

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ウ
ェ
ブ
（
持

　

参
又
は
郵
送
も
可
能
）

申
・
問
　
有
田
振
興
局
建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
64-

１
２
９
９

　

有
田
市
都
市
整
備
課　

℡
22-

３
６
１
９

★
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
空
き
家
な
ん
で
も
相
談

　
「
タ
ク
セ
ル
」
か
ら　

→

　
建
設
・
警
備
・
運
輸
・
福
祉
・
介
護
・

　
　
　
医
療
の
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
！

　

こ
れ
ら
の
各
業
界
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
安

全
・
安
心
の
確
保
、
移
動
・
物
流
や
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

各
お
仕
事
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
経

験
を
問
わ
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
63-
１
１
４
４

　
教
員
免
許
状
を
活
か
し

　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

　

県
内
の
公
立
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
特
別
支
援
学
校
で
勤
務
を
希
望
す
る
方

の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〇
教
員
免
許
を
取
得
し
た
が
、
学
校
で
勤
め

た
こ
と
が
な
い

〇
学
校
で
の
仕
事
に
興
味
は
あ
る
が
、
ど
ん

な
仕
事
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
等

　

個
別
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

小
学
校
・
中
学
校
に
関
し
て

（県）
紀
北
教
育
事
務
所

℡
０
７
３-

４
４
１-

３
６
５
５

　
　

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
関
し
て

（県）
教
職
員
課　

℡
０
７
３-

４
４
１-

３
６
６
０

　
【
ミ
ド
ル
世
代
】

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
研
究
会
＆
交
流
会

日
時　

２
月
８
日
（
土
）　

13
時
30
分
～

参
加
企
業
数　

20
社
程
度

対
象　

概
ね
35
～
56
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
求
職
者

申
込
み　

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

問　

キ
ャ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協
会

　
　
　
　
　

℡
０
７
３-

４
２
５-

３
７
２
０

⑨ ARIDA　2025.1 ARIDA　2025.1 ⑧



〇家屋の取壊しをした方へ
　固定資産税は毎年 1 月 1 日時点の状況で課税します。
令和 6 年中に家屋の取り壊しを行った方は 1 月 31 日

（金）までにご連絡ください。
※法務局で滅失登記が

済んでいる場合は不
要です。

　　　　　　　　　　　
問　資産税係　℡ 22-3582

〇市役所の会場で所得税、市県民税の申告をさ
れる方へ

　市役所での申告相談は予約が必要です！
※税務課職員が申告書作成のお手伝いを行います。

予約受付期間　2 月1日（土）～13日（木）
※オンライン予約を先行して開始します。
※電話予約は 2 月 5 日（水）開始です。（土日祝除く）

日程　2 月 17 日（月）～３月 14 日（金） （土日祝除く）
※３月 13 日（木）、14 日（金）は午前中のみ
時間　9 時 30 分～ 12 時・13 時～ 16 時
場所　市役所 3 階
申込み　オンライン（二次元コードは市ホームページ・

広報ありだ 2 月号に掲載予定）または電話
※予約は先着順です。（定員 1 日 22 人　3/13・3/14

は定員 1 日 10 人）
※状況によってはお待ちいただく場合があります。

※「青色申告」「土地・建物・株式の譲渡・先物取引な
どの分離所得」「住宅関連の控除申告」「相続税」「贈
与税」「山林所得」等の申告「令和 6 年中に退職所
得があった方」「仮想通貨に係る所得」「令和５年分
以前の申告」「有田市民ではない方」等については対
応できません。湯浅税務署にお問い合わせください。
誤って予約された場合、会場にお越しいただいても
受付できませんのでご注意ください。

〇営業所得・不動産所得・農業所得を申告され
る方へ
収支内訳書はご自身で作成して持参してください。

（作成されていないと申告の受付ができません。）

〇医療費控除の申告をされる方へ
「医療費控除明細書」「セルフメディケーション税制

明細書」は申告会場での代行作成はしませんので、必
ず事前に作成して持参してください。

前年中収入がなかった方も、国民健康保険に加入さ
れている場合や、福祉、公営住宅、教育関係の制度で
申告が必要な場合があります。令和 6 年度に「市民税・
県民税申告書」を提出された方には、用紙を送付する
予定ですので、必要事項をご記入のうえご返送くださ
い。送付対象でない方で市民税・県民税申告書の用紙
をご希望の際は、担当までお問い合わせください。

申・問　税務課　℡ 22-3574

〇営業・農業・不動産収入のある方へ
対象　令和 6 年１月１日～ 12 月 31 日に賃金を支払っ

た事業者

①決算書や収支内訳書の「雇人費」、「給料賃金」経費計上

　確定申告や市民税申告において、「雇人費」や「給料
賃金」に計上するには、誰にいくら支払ったかを提示
できるもののみが経費として認められています。
※受給者を明記できない賃金は、経費として算入でき

ません。
また有田市在住（令和７年１月１日現在）の方にお

支払いされたときは、金額の多少に関わらず、②の給
与支払報告書をご提出ください。
※公平・公正な課税のために、年間支払額が 30 万円

以下の退職者分であっても給与支払報告書の提出を
お願いしています。

② 給与支払報告書の総括表および個人別明細書の提出

　①のとおり、「雇人費」や「給料賃金」に経費計上さ
れたときは、給与支払報告書の総括表および個人別明
細書を１月 31 日（金）までに税務課にご提出ください。
用紙がお手元にない場合は、税務課もしくは税務署に
お求めください。
・総括表：事業主の氏名・住所、受給者総人員および

報告人員（有田市在住受給者総人数）等を記入
・個人別明細書（１枚）：有田市在住受給者の氏名・住所、

支払金額（令和６年１月１日～ 12 月 31 日に支払っ
た総額）等を記入

　　　　　　　　　　　問　市民税係　℡ 22-3576

湯浅税務署からのお知らせ　
問　湯浅税務署　℡ 63-5351

〇 税理士による確定申告相談会場（無料）
日時　２月６日（木）
　　　９時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時
　     （受付は 15 時 30 分まで）
場所　文化福祉センター
持ち物　前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入

のある場合）、所得控除に係る各種証明書などの申
告書の作成に必要な書類と筆記用具

※「土地・建物・株式等を売却された所得」「山林所得」
「贈与税」「相続税」に関する相談は行っていません。

■特定健診
対象者　今年度 40 ～ 74 歳の市国保加入者
内容　問診・診察・身体測定・血圧測定・尿検査・心電図・
　　　血液検査
■がん検診
対象者　今年度に 40 歳以上になる市民
※受診できる検診はがん検診受診券に記載しています。
内容　胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・肝炎ウイルス
※ 2 月 16 日（日）は野菜摂取レベルが分かる「ベジチェック ®」

　などの測定ができます。

今年度最後の集団健診 ! 健診はもう受けましたか？　　問　保険年金課℡ 22-3512　保健センター℡ 82-3223

申込締切日

1 月 17 日（金）

1 月 27 日（月）

健診場所

ＪＡありだ
宮原支所

文化福祉
センター

実施日

２月６日（木）

2 月 16 日（日）

受付時間　8 時～ 9 時

※すべて無料です。

※事前に予約が必要です。

　電話または Web でお申込みください。

税務課からのお知らせ

〇固定資産税の前納報奨金制度の廃止
　令和 8 年度から、固定資産税の前納報奨金制度を廃止
することとなりました。これまで、この制度を利用され、
早期納付にご協力いただきました皆様には心からお礼申し
上げます。また、制度廃止へのご理解と、今後とも納期限
内納付にご協力をお願いいたします。

【前納報奨金とは？】
　第１期の納期限までに全期分を一括して納付する場合、
年税額から前納報奨金分を差し引いて納めることができる
制度です。戦後の混乱した社会情勢の中で、納税意識の向
上などを目的に創設されました。

【廃止の理由は？】
　制度の創設時と比べ社会情勢が大きく変化し、現在では
窓口での納付のほか、口座振替、コンビニ納付や、キャッシュ
レス決済などの普及等により利便性が向上し、自主納付に
対する意識が広く浸透したことや、県内の他市町村ではす
でに廃止されているなどにより、本市においても廃止する
こととしました。

【制度廃止後の納付方法は？】
　前納報奨金は交付されませんが、引き続き全期分を一括
して納付していただけます。
※口座振替について、全期前納から期別振替への変更

手続きは改めてご案内いたしますので、希望される
方はその際にお手続きください。

　　　　　　　　　　　　　問　税務課　℡ 22-3584

〇 確定申告会場（湯浅税務署）
日時　２月 17 日（月）～３月 17 日（月）（土日祝除く）
※相談受付は 16 時まで。状況によっては、16 時以前

に受付を終了する場合があります。
※マイナンバーカードを利用したスマホによる申告を

推進しています。スマホをお持ちの方はスマホを、
マイナンバーカードをお持ちの方はマイナンバー
カードの持参をお願いします。（カードの２つの暗証
番号もお忘れなく）。

※土地等譲渡所得及び贈与税の相談は、担当者が従事
している２月 17 日（月）、18 日（火）、20 日（木）、
25 日（火）、27 日（木）、３月４日（火）、６日（木）、
10 日（月）、11 日（火）、13 日（木）、17 日（月）　
にお越しください。

〇書面で申告書等を提出する方へ　

税務行政のデジタル化における手続の見直しの一環
として、令和７年１月から、申告書等の「控え」に収
受日付印の押なつを行わないこととしました。

申告書等を書面で提出する際は、申告書等の正本（提
出用）のみを提出（送付）していただきますよう、お
願いします。

⑪ ARIDA　2025.1 ARIDA　2025.1 ⑩



     Hospital Topics  ～有田市立病院～

■
年
末
年
始
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
外
来
診
療
は
休
診
と
な
り

ま
す
が
、
左
記
の
体
制
で
救
急
対
応
を
行

い
ま
す
。
急
病
時
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
代
表

番
号
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
　
市
立
病
院　

℡
82-

２
１
５
１

広告 広告

募　

集

　
［
学
童
保
育]

令
和
７
年
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
登
録
の
ご
案
内 

　

保
護
者
が
就
労
等
で
昼
間
家
庭

に
い
な
い
場
合
に
、
小
学
校
児
童

を
お
預
か
り
す
る
学
童
保
育
を
各

小
学
校
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
小
学
校
に
通
う
新
１
～
６
年
生

※
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
低
学
年
・
通
年

利
用
の
児
童
が
優
先

受
付
場
所　

各
学
童
教
室

受
付
日
程

○
新
１
年
生　

１
月
14
日（
火
）～
16
日（
木
）

○
新
２
～
６
年
生　

１
月
28
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
日
（
木
）

受
付
時
間　

14
時
～
18
時

問
　
夢
ク
ラ
ブ
（
箕
島
・
保
田
・
宮
原
・
田
鶴
・

　

糸
我
）　

℡
82-

０
１
８
９

　

初
島
幼
稚
園
（
港
・
初
島
）

　
　
　
　

℡
０
８
０-

２
４
６
６-

９
９
３
０

　

自
衛
官
の
募
集

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、

　

一
般
曹
候
補
生
、
高
等
工
科

　

学
校
生
徒
（
一
般
）

※
他
社
と
の
併
願
可
能
。
各
種
無
料
相
談
会

　

も
実
施
中
で
す
。

※
受
験
資
格
や
試
験
期
日
、
受
付
期
間
な
ど

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82-

６
６
３
１

教　

室

　
あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
糖
尿
病
の
お
話
～
　

血
糖
値
が
気
に
な
る
あ
な
た
！
ち
ょ
っ
と

し
た
日
常
生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け

て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
23
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民
の
方

定
員　

20
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間　

１
月
７
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

申　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
１
２

　
冷
え
・
む
く
み
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
時　

１
月
28
日
（
火
）
19
時
30
分
～
21
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

新に
っ

田た　

佐さ

津つ

紀き　

氏

対
象　

18
～
74
歳
の
市
民
の
方

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、（
お
持
ち
の
方

　

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）

定
員　

20
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間　

１
月
15
日
（
水
）
～
22
日
（
水
）

申
・
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-
３
２
２
３

　
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に
な
る
講
座

■
骨
盤
ケ
ア
と
ベ
ビ
ー
ケ
ア
で
身
体
を
楽
に

日
時　

１
月
30
日
（
木
）、
２
月
13
日
（
木
）、

　

２
月
27
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
受
付
13
時
～
）

※
原
則
３
日
と
も
ご
参
加
で
き
る
方
に
限
り

ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

翠
助
産
院　

宮み
や

﨑ざ
き　

翠み
ど
り

　
院
長

対
象　

生
後
２
～
10
か
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん
と

　

マ
マ

定
員　

10
組
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

申
込
み　

１
月
９
日
（
木
）
～
23
日
（
木
）

申
・
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

イ
ベ
ン
ト

　

郷
土
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
古
文
書
講
座
（
全
２
回
）
熊
野
古
道
と

　
　
　

有
田
地
方
―
道
行
く
人
々
の
足
跡
―

日
時　

①
１
月
11
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　
「
中
世
の
熊
野
参
詣
記
を
読
む
」

　

②
１
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時　
　
　

　
「
近
世
の
熊
野
参
詣
記
を
読
む
」

講
師　

①
県
立
博
物
館
学
芸
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂さ
か

本も
と　

亮り
ょ
う

太た　

氏

　

②
県
立
博
物
館
学
芸
員　

佐さ

藤と
う　

顕あ
き
ら　

氏

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
階
会
議
室

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

電
話
・
申
込
フ
ォ
ー

　

ム
に
て
（
前
日
ま
で
）

■
郷
土
資
料
館　

学
芸
員
講
座
（
全
２
回
）

日
時　

①
２
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

古
代
有
田
の
塩
づ
く
り
―
生
産
と
流
通
―

　

②
２
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

熊
野
古
道
前
史
―
古
代
有
田
の
交
通
事
情
―

講
師　

①
中な

か

西に
し

　
瑠る

花か　

②
木き

村む
ら

　
歩あ

ゆ
む

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
階
会
議
室

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

電
話
・
申
込
フ
ォ
ー

　

ム
に
て
（
前
日
ま
で
）

申
・
問
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
82-

３
２
２
１
（
水
曜
休
館
）

　

令
和
７
年　
有
田
市
消
防
出
初
式

日
時　

１
月
13
日
（
月
・
祝
）
10
時
～

場
所　

式
典　

市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

　

一
斉
放
水
訓
練　

有
田
川
左
岸
河
川
敷　

　

保
田
側
（
鮎
茶
屋
前
）

※
雨
天
中
止

※
一
斉
放
水
は
11
時
20
分
頃
（
予
定
）

問
　
消
防
本
部　

℡
83-

０
１
１
９

　

矢
櫃
地
区
『
お
日
待
ち
・
裸
参
り
』

　

青
年
た
ち
が
朝
早
く
か
ら
海
中
に
入
っ
て

心
身
を
清
め
南
龍
神
社
に
参
詣
す
る
伝
統
的

な
催
し
『
裸
参
り
』
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
般
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
12
日
（
日
）
９
時
頃
～

場
所　

矢
櫃
漁
港
付
近

問
　
矢
櫃
自
治
会
、
経
営
企
画
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
22-

３
７
３
１

　
「
も
ち
つ
き
会
」

　
　
　
　

 　
　
こ
ど
も
伝
統
文
化
交
流
事
業

　

楽
し
い
お
も
ち
つ
き
会
で
寒
さ
を
ふ
っ
と

ば
そ
う
！

日
時　

１
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
こ
ど
も
と
そ
の

保
護
者

※
申
込
み
不
要
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

主
催　

有
田
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
、
教

育
委
員
会

問
　
生
涯
学
習
課　

℡
22-

３
７
６
１

　
第
33
回
い
も
茶
が
ゆ
と
も
ち
つ
き
の
集
い

　

食
育
事
業
・
リ
レ
ー
式
次
世
代
健
全
育
成

事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
こ
の
集
い
に
、

糸
我
地
区
外
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）
９
時
～
15
時

場
所　

糸
我
小
学
校

内
容　

柴
か
り
、
茶
が
ゆ
炊
き
、
も
ち
つ
き

対
象　

市
内
の
小
学
生
（
先
着
20
人
）

申
込
期
間　

１
月
10
日
（
金
）
～
24
日
（
金
）

主
催　

糸
我
地
区
青
少
年
育
成
会

後
援　

教
育
委
員
会

申
・
問
　
糸
我
公
民
館　

℡
88-

５
５
０
０

　

第
17
回
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

　

有
田
で
活
躍
す
る
合
唱
サ
ー
ク
ル
、
器
楽

サ
ー
ク
ル
な
ど
多
く
の
団
体
が
参
加
し
ま

す
。
皆
様
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
２
日
（
日
）
13
時
30
分
～

場
所　

市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル

入
場
無
料

後
援　

教
育
委
員
会
、
市
文
化
協
会
、
有
田

合
唱
協
会

　

新
春
凧
あ
げ
大
会
の
開
催

日
時　

１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園
（
宮
原
側
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
こ
ど
も
と
そ
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
手
作
り
の
た
こ
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
受
付
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課　

℡
22-

３
７
６
１

日時 担当科

12/28（土） 8:30 ～ 17:30 内科17:30 ～翌 8:30

12/29（日） 8:30 ～ 17:30 小児科
17:30 ～翌 8:30 外科

12/30（月） 8:30 ～ 17:30 循環器内科17:30 ～翌 8:30

12/31（火） 8:30 ～ 17:30 耳鼻咽喉科17:30 ～翌 8:30

日時 担当科

1/1（水） 8:30 ～ 17:30 内科17:30 ～翌 8:30

1/2（木） 8:30 ～ 17:30 内科17:30 ～翌 8:30

1/3（金） 8:30 ～ 17:30 内科17:30 ～翌 8:30

1/4（土） 8:30 ～ 17:30 循環器内科
17:30 ～翌 8:30 内科

1/5（日） 8:30 ～ 17:30 内科
17:30 ～翌 8:30 救急総合

⑬ ARIDA　2025.1 ARIDA　2025.1 ⑫



有田市図書館　℡ 82-3220

PICK UP

◆もりのかみしばい屋さん（こども向け）
　　1/18（土）14：00 ～

◆朗読ボランティア「ささやき」おはなし会
　　（こども向け）
　　1/25（土）　10：30 ～　

◆アリッサのおはなし会（乳幼児～就園前くらい）
　　2/6（木）10：30 ～

◆水曜映画会（大人向け）※定員 60 名程度
　　洋画「しあわせの隠れ場所」（約 130 分）
　　2/12（水）14：00 ～

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　　　1/9、16、23、30、2/6、13
　　　　　　　　　　　　9：30 ～ 12：00
※すべて参加費無料、事前申込み不要です。
※貸出上限がお一人合計 10 点までに戻りま

すので、お気をつけください。

図書館のイベント ★大人のためのおはなし会（大人向け）
大人向けにおはなし会を開催します。こころ温まる
おはなしや、ほろりと涙するおはなしなど。大人の
ための癒しの時間をご用意しています。ぜひご参加
ください。
日時　2/8（土）13：30 ～
場所　市民会館　市民ギャラリー
内容　絵本の読み聞かせや朗読など
定員　30 名程度
※参加費無料・申込不要

★新着図書紹介
「 燻

くんせいたいぜん

製大全 」

スモークチーズ、スモークベーコンから本格

的なロースハムまで、燻製レシピがたくさん！

チャレンジしやすいシンプルな工程で紹介し

ています。

　服
はっ

部
とり

　弘
ひろし

/ 著　　山と溪谷社

★紀文ホール映画会
　　 「ミッション : インポッシブル /
　　　　　デッドレコニング PART ONE」

３/9（日）
13：00 開場
13：30 開演

（約 170 分）

整理券　1/11（土）～配布開始
　【全席自由】入場無料（要整理券）
配布場所　市民会館
※日本語吹き替え・字幕付き

2/16（日） 13：30 開場
14：00 開演（約 100 分）

★澤ファミリーによる
　　『こころ』と『いのり』のコンサート

澤
さわ

　和
かず

樹
き

（バイオリン・ヴィオラ）、蓼
たで

沼
ぬま

　恵
え

美
み

子
こ

（ピアノ）、
澤
さわ

　亜
あ

樹
き

（バイオリン）、西
にし

川
かわ

　智
とも

也
や

（クラリネット）

チケット販売中！　
一般前売券   1,500 円（当日 2,000 円）
高校生前売券　800 円（当日 1,000 円）
小中学生前売券　500 円（当日 800 円）

Ⓒ ShigetoImura

©2023 Paramount Pictures.

2/24（月・振休）
13：30 開場
14：00 開演

チケット販売中！
大人前売券 2,500 円（当日 3,000 円）
高校生以下前売券 1,000 円（当日1,500 円）

★トムプロジェクト演劇
　　　　「おばぁとラッパのサンマ裁判」

←有田市子育てスマイルチケット対応。自主事業イベントチケットのお支払いにご利用いた
だけます。

1 月の図書館休館日
　毎週火曜日、1 月 31 日（金）

１月 4 日（土）から開館します。
本年もよろしくお願いします。

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

市民会館　℡ 82-2626
詳しくは
こちら▶▶

広告

2 歳の誕生日おめでとう♡
はっくんだいすきだよ♡こ
れからもいっぱい遊んで元
気に育ってね！

3 歳お誕生日おめでとう♡
絵本やパズルが大好きな玲
美ちゃん♪
お友達と仲良く、元気に成
長してね ^_^

優しく頑張り屋の優李♡
しっかり者で我が家のムー
ドメーカー来心♡可愛い 2
人の笑顔が大好き♫おめで
とう♡

ナオ君 2 歳のお誕生日おめ
でとう♡
お喋りがどんどん上手に
なっていくナオ君♩これか
らも元気に育ってね♡
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1

３月生まれのお子さん（就学前）募集中！氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50 字以内）を
添えてお申込みください。※応募多数の場合は抽選 ※宛先は裏表紙参照　
申込方法 / 郵便・メール・持込・右記二次元コード　締切 / １月末日

　本市のまちづくりを推進するため、地域おこし協力隊とし

て群馬県みどり市より堤
つつみ

　康
やすひろ

浩さんが就任し、市長から委嘱

状を交付しました。

　12 月１日から地域おこし協力隊としての活動を行ってお

り、堤さんには、市内の空き家・住居に関する問題解決に向

けた取り組みや、移住促進、地域活性化に向けた取り組みな

どに着手していただきます。活動については随時情報発信を

行う予定ですので、ぜひご確認ください！

 地域おこし協力隊が着任！     　　 12/1 ～

　地域おこし協力隊として着任しました堤と申します。私は普段は設計事務

所を営んでおり、空き家・空き店舗の改修を手がけてきました。この経験を

活かし、有田市の空き家問題に取り組みます。空き家を問題ではなく「再生

可能な資源」として捉え、地域に寄り添い、一緒に考え、空き家との適切な

付き合い方を探っていける存在になっていきたいと思います。

　空き家をお持ちの方や新しい挑戦を考えている方は、お気軽にご相談くだ

さい。

問　経営企画課　℡22-3731

２歳のお誕生日おめでと
う！明るく活発なすーちゃ
んが大好きだよ♡
これからも元気で大きく
なってね。

すっかりお姉さんになった
せりちゃん♡我が家のマス
コットあんくん♡
姉弟仲良く元気いっぱい
育ってね！

　100 名以上の著名人が有田市に集結し、100 を超える講座

やハローワーク、まちなか講座で知と文化の交流が行われま

した。第一線で活躍する著名人の生の声を直接聞ける機会と

あって、市内外から 1 万 2,000 人を超える方々が来場し、大

盛況となりました。また、「アリダーズフェス」では、地元グ

ルメやステージでの音楽パフォーマンスに加え、夜には花火

が打ち上げられ、会場は大いに盛り上がりました。

　開催して終わりではなく、エンジン 01 での学びや経験を

次の活動につなげていきます。

 エンジン 01 in 和歌山有田　閉幕　 11/22 ～ 24
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広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

〒
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tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

この広報誌は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。

　　　
　　　　有田市では、ご結婚されたお二人に、新居の住居費等を支援する制度を実施しています！

【Marry You】令和 6 年にご結婚された皆さまへ

【申込み締切】
3/28（金）まで

●結婚新生活支援補助金　概要
　令和 6 年４月１日以降に支払った下記費用を 30 万円（29

歳以下は 60 万円）まで補助します。

対象…家賃・共益費、敷金、礼金、仲介手数料、新築や

中古住宅の取得費用、引越業者や運送業者へ支払っ

た引越費用

●結婚祝贈呈事業　概要
　新婚夫婦からこれまでお世話になった方に感謝の気持ち

を有田市の産品に代えてお届けします。産品はカタログか

ら上限１万円までお選びいただけます。

　　　　 　　　　　　　　問　経営企画課　℡ 22-3731※令和 5 年にご結婚された方も対象になる場合が
　あります。詳しくはこちらから

防災アプリ「ライフビジョン」で
災害への備えを！

　防災アプリ「ライフビジョン」では、災害・避難・

ダムの放流等に関する防災情報を、随時掲載して

います。また、防災行政無線で発信した情報を音

声と文字で確認することができます。

　放送が聞き取れなかった場合や、市外へ外出し

ている場合でも、安心して内容を確認できます。

左記の二次元コードからアプリを取得し、災害に

備えましょう。

▼電話音声案内もあります

　最新の放送内容は電話音声案内ダイヤル（℡ 82-

6301）でも確認できます。　

　　　　　　　　　問　防災安全課　℡ 22-3721

iPhone 用 Android 用
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